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価実験において、特売の影響を考慮していない標準的な Bayesian Personalized Ranking と比較し、提案





で 5.8％向上、アップリフトは 65.2%向上、コールドスタート条件でもアップリフトは 48.7%向上している
ことを示している。 
第 5章では、ユーザーの行動を exposure（認知）と preference（選好）の２段階で解釈する従来の Exposure 
modelingの予測精度を向上するために、推薦が気づきに与える影響を加味した Exposure modelingを提案
している。小売データ（Dunnhumby データセット）とジョブマッチングデータ（Xing データセット）を用
いた評価実験において、従来の推薦の影響を加味しない Exposure modeling および推薦の影響を加味した
既存手法と比較を行い、予測精度の評価指標 NDCG@10 で、小売データでは、従来の Exposure modeling と
比べて 0.8％向上、従来の推薦の影響を考慮した手法と比べて 1.9%向上、ジョブマッチングデータでは、 
 






























令和 2年 1月 24日、システム情報工学研究科において、学位論文審査委員の全員出席のもと、著者
に論文について説明を求め、関連事項につき質疑応答を行った。その結果、学位論文審査委員全員に
よって、合格と判定された。 
【結論】 
上記の学位論文審査ならびに最終試験の結果に基づき、著者は博士（工学）の学位を受けるに十分
な資格を有するものと認める。 
 
